
※廃棄物内訳は、単位未満を四捨五入しており、計の数値と内訳数値の合計は、一致しない場合がある。

東京都中央卸売市場 種類別廃棄物発生量(平成24年度)

○一般廃棄物（魚腸骨を除く）の排出量が最も多く（20,629トン）であり、全体の52.9％を占めています。

○水産物部で発生する魚腸骨が6,203トン（15.9％）、産業廃棄物（廃プラスチック等。木製パレット及び発
泡廃棄物を除く）が5,004トン（12.8％）、木製パレットが4,330トン(11.1％)、発泡廃棄物が2,841トン（7.3％）
です。
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※割合（％）は、小数第2位を四捨五入している。

各種廃棄物の取扱部類別内訳（平成24年度）
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